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「
ア
ジ
ア
と
の
競
争
に
勝
て
る
人
材
育
成
を
目
指

す
」。
橋
下
徹

ｏ
大
阪
市
長
は
大
阪
府
知
事
に
就

任
し
た
２
０
０
８
年
２
月
以
降
、　
一
貫
し
て
競
争

主
義
を
基
本
と
す
る
教
育
改
革
を
進
め
て
き
た
。

府
知
事
時
代
に
は
府
立
高
校
の
進
学
校
ト
ッ
プ
ー０

を

「
エ
リ
ー
ト
校
」
に
指
定
。
小
中
学
校
の
全
国

学
カ
テ
ス
ト
で
は
、
文
部
科
学
省
の
方
針
に
反
し

て
市
町
村
別
の
結
果
を
公
開
し
た
。

こ
う
し
た
手
法
は
、
反
対
派
か
ら
は
ヒ
ト
ラ
ー

の
政
治
手
法
に
な
ぞ
ら
え
て

「
ハ
シ
ズ
ム
」
と
も

椰
楡
さ
れ
る
。
強
い
批
判
を
は
ね
の
け
て
教
育
改

革
を
断
行
し
よ
う
す
る
背
景
に
は
、
「公
務
員
は

身
分
保
障
が
前
提
に
な
っ
て
い
て
、
仕
事
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
け
る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
あ

る
。
２
月
府
議
会
に
は
、
そ
ん
な
橋
下
教
育
改
革

の
集
大
成
と
し
て
地
域
政
党

「大
阪
維
新
の
会
」

と
と
も
に
原
案
を
練
っ
た

「教
育
行
政
基
本
条
例

案
」
と

「府
立
学
校
条
例
案
」
の

「教
育
２
条
例

案
」
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
市
議
会
に
も
近

く
、
同
様
の
内
容
の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
。
賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
て

い
る
両
条
例
案
を
中
心
に
橋
下
教
育
改
革
の
論
点

を
整
理
し
て
み
た
い
。

教
育
委
員
会

へ
の
強
い
不
信
感
と

首
長
権
能
の
強
大
化

教
育
２
条
例
の

「懸
念
」
と
し
て
反
対
派
か
ら

指
摘
さ
れ
る
の
は
、
「首
長
権
能
の
強
大
生

と
「教

育
格
差
績
軍
企

だ
。

地
方
教
育
行
政
法
で
は
、
教
育
の
政
治
的
中
立

性
の
確
保
と
教
育
行
政
の
安
定
を
目
的
と
し
て
、

教
育
行
政
を
首
長
と
は
別
の
執
行
機
関
で
あ
る
教

育
委
員
会
に
委
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
橋
下

市
長
は

「教
育
の
政
治
的
中
立
性
の
下
に
聖
域
化

さ
れ
て
き
た
教
育
行
政
の
民
主
化
」
を
う
た
い
、

教
育
委
員
会
の
裁
量
統
制
の
必
要
性
を
説
く
。
校

長
の
公
募
や
教
職
員
の
評
価
な
ど
も
首
長
が
行
う

と
し
て
お
り
、
必
然
的
に
首
長
権
能
が
大
き
く
な

２
０

。

そ
も
そ
も
首
長
に
よ
る
教
育
委
員
会
の
裁
量
統

制
は
認
め
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
文
科

省
は
、府
教
育
委
員
会
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
「教

育
委
員
会
の
職
務
権
限
に
つ
い
て
首
長
が
目
標
を

設
定
す
る
こ
と
は
地
方
教
育
行
政
法
上
お
か
し

い
」
と
回
答
。
さ
ら
に

「首
長
の
権
限
の
外
に
あ

る
目
標
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

教
育
委
員
を
罷
免
す
る
理
由
に
は
で
き
な
い
」
と

【笛
百
し
た
。

そ
れ
で
も
橋
下
市
長
が
裁
量
統
制
を
必
要
と
す

る
主
張
の
根
幹
に
は
、
教
育
委
員
会
へ
の
強
い
不

信
感
が
あ
る
。

大
阪
府
は
０７
ヽ

０８
年
の
全
国
学
カ
テ
ス
ト
で
、

小
中
学
生
と
も
４０
位
前
後
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
当
時
府
知
事
だ
っ
た
橋
下
市
長
は

「教

育
非
常
事
態
宣
言
」
を
表
明
。
「府
教
育
委
員
会

は

『方
策
を
取
る
』
と
言
っ
た
の
に
、
ま
っ
た
く

改
善
さ
れ
て
い
な
い
」
と
糾
弾
し
た
。

さ
ら
に
橋
下
市
長
は
、
大
阪
の
学
力
低
迷
の
原

因
を

「教
育
の
世
界
を
教
育
委
員
会
が
仕
切
り
、

そ
の
保
護
の
下
に
公
立
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
結

果
、
教
育
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み
が
で
き
て
い

な
い
」
と
分
析
。
学
校
教
育
や
教
育
行
政
に
風
穴

を
開
け
、
民
意
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を
明
確
に
示
し

これまでの経緯

大阪維新の会が、2月府議会に提出した「教育2条例」の原型「教育基本条例案」の概要を公

表したのは、昨年8月 22日 。「教育への民意の反映」を目的とし、骨子を▽知事は府教委との

協議を経て目標を設定し、教育委員が目標実現の責務を果たさない場合、議会の同意を得て罷免

できる▽府立高校の正副校長ポストを任期付き採用ポストに切り替え、公募を前提に多様な人材

を登用。人事権を与え、教科書も採択できる▽定数を3年連続で下回り、改善の見込みがない府

立高校は統廃合▽人事評価をS(5%)。 A(20%)・ B(60%)。 C(10%)。 D(5%)の
5段階評価とし、2年連続D評価の職員は分限処分の対象にする▽同一の職務命令に3回違反し

た職員は分限免職にする▽職制 。定数の改廃、予算の減少で余乗」人員が生じた時は分限免職でき

る一 とした。

罰則規定を色濃く打ち出した条例案に、現場や教育委員会からは「教員や教育委員会が無力化

し、教育が政治の一部となりかねない」と反発の声が上がった。双方の溝は埋まらず、昨年 11

月に教育改革を争点の一つにして大阪府知事・大阪市長のダブル選挙が行われた。その結果、維

新の会の橋下前知事が大阪市長、松井一郎氏が大阪知事に就任した。

条例案に対しては文部科学省が「地方教育行政法に抵触する」との見解を提示。「首長が教育

目標を設定する」とした部分について、首長の権限は大学や私立学校などに限られ、首長の権限

に属さない教育目標の設定はできないと苦言を呈した。それでも2月府議会には「5段階の人事

評価を絶対評価に変更」「2年連続最低評価の教員を分限免職とする規定を削除」――など基本条

例に修正をtllえた教育2条例が提出され、可決された。

橋下市長は2月市議会に教育2条例案とほぼ同内容の条例案を提出する予定だつたが、各会派

から「実質的な審議時間が2日 しかない」などの声が上がり、採決は見送られた。最大会派の大

阪維新の会と第2会派の公明が、条例案を審議することで合意しており、5月議会で修正協議が

行われ、府議会に続き市議会でも可決される可能性が高い。

|1謡題

=「

橋下教育改革」を、どう考えるか?

府市統合本部の会合で発言する橋下徹大阪市長 (右)と
松井一郎大阪府知事。
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た
。こ

う
し
た
政
治
手
法
に
、
反
対
派
の
教
育
関
係

者

・
識
者
ら
は

「政
治
の
ト
ッ
プ
が
教
育
に
口
を

出
せ
る
体
制
を
つ
く
り
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

教
育
委
員
や
教
員
を
排
除
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
戦

前
、
戦
中
と
変
わ
ら
な
い
」
と
猛
反
発
。
「激
し

い
国
際
競
争
に
対
応
で
き
る
人
材
は
、
激
し
い
競

争
原
理
が
し
っ
か
り
と
働
い
て
い
る
よ
う
な
環
境

の
中
で
こ
そ
育
成
が
可
能
と
な
る
」
と
い
う
橋
下

市
長
の
発
想
を
、
学
校
現
場
に
そ
の
ま
ま
導
入
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
維
持
し
て

い
る
。

競
争
原
理
か
教
育
の
機
会
均
等
か

教
育
２
条
例
で
明
記
さ
れ
て
い
る

「学
区
制
廃

止
」
や

「一局
校
統
廃
合
」
に
つ
い
て
、
反
対
派
は

学
校
間
の
格
差
が
進
む
と
指
摘
し
て
い
る
。
進
学

高

・
名
門
高
に
人
気
が
集
中
す
る
こ
と
で
、
通
学

費
な
ど
の
教
育
費
負
担
が
増
大
し
、
貧
困
層
の
教

育
環
境
悪
化
が
危
惧
さ
れ
る
と
い
う
指
摘
だ
。
ま

た
、
定
員
割
れ
を
防
ぐ
に
は
、
進
学
実
績
な
ど
目

立
っ
た
成
果
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
「手
の
か
か

る
生
徒
に
時
間
を
割
く
の
は
効
率
が
悪
い
」
と
劣

等
生
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
教
育
格
差
が
拡
大
す
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

一
方
、
財
界
に
は

「学
校
間
の
競
争
原
理
が
導

入
さ
れ
、
教
育
の
質
の
向
上
が
図
れ
る
」
と
の
橋

下
市
長
の
主
張
に
賛
同
す
る
意
見
が
根
強
い
。
日

本
経
団
連
は
０５
年
に
発
表
し
た

「こ
れ
か
ら
の
教

育
の
方
向
性
に
関
す
る
提
言
」
の
中
で
、
現
在
の

日
本
の
教
育
に
つ
い
て
、
「学
校
経
営
や
教
育
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
主
体
が
新
規
参
入
で
き
ず
、

学
校
間
の
競
争
の
低
下
に
結
び
つ
い
て
い
る
Ｌ
児

童
生
徒
や
保
護
者
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応

え
な
く
て
も
学
校
が
存
続
で
き
る
構
造
に
な
っ
て

い
る
」
「学
校
や
教
員
の
取
り
組
み
を
評
価
し
、

評
価
を
踏
ま
え
て
改
善
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が

根
付
い
て
い
な
い
」
―
―
な
ど
と
指
摘
。
国
際
競

争
の
激
化
と
い
う
事
態
に
学
校
と
教
員
を
対
応
さ

せ
る
た
め
、
学
校
間
や
教
員
間
に
も
競
争
原
理
を

導
入
し
、
競
争
の
結
果
に
つ
い
て
徹
底
し
た
評
価

を
行
っ
て
学
校
や
教
員
を
処
遇
す
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
を
求
め
た
。
橋
下
市
長
の
主
張
と
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
。

財
界
の
支
持
者
が
多
い
背
景
に
は
、
会
社
経
営

者
が
、
企
業
が
社
員
を
丸
抱
え
し
て
オ
ン
・
ザ

・

ジ
ョ
ブ

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（職
場
内
教
育
）
で
育

て
る
日
本
の
風
土
を
疑
間
視
し
て
い
る
現
状
も
あ

る
。
「職
場
内
教
育
で
は
企
業
の
枠
を
超
え
た
人

材
は
育
た
ず
、
世
界
に
通
用
す
る
自
由
な
人
材
を

育
て
る
た
め
に
は
、
公
教
育
の
見
直
し
が
急
務
」

と
い
う
実
感
を
、
多
く
の
経
営
者
が
抱
え
て
い
る

と
い
つヽ
。

全
国
に
広
が
る
？
　
橋
下
流
教
育
改
革

橋
下
市
長
は
知
事
在
任
時
の
Ｈ
年
６
月
、
府
内

の
公
立
学
校
教
職
員
に
君
が
代
の
起
立
斉
唱
を
義

務
付
け
る

「君
が
代
起
立
条
例
」
を
、
全
国
で
初

め
て
成
立
さ
せ
た
。
「我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る

意
識
の
高
楊
」
「服
務
規
律
の
厳
格
化
」
な
ど
を

目
的
に
掲
げ
、
「学
校
の
行
事
に
お
い
て
行
わ
れ

る
国
歌
の
斉
唱
に
あ
っ
て
は
起
立
に
よ
り
斉
唱
を

行
う
も
の
と
す
る
」
と
明
記
し
た
。

君
が
代
斉
唱
を
め
ぐ
っ
て
は
今
年
１
月
、
斉
唱

拒
否
に
よ
る
懲
戒
処
分
取
り
消
し
を
求
め
た
東
京

都
教
員
ら
の
訴
訟
で
、
最
高
裁
が

「学
校
の
規
律

の
見
地
か
ら
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
の
懲
戒
処
分
は

裁
量
権
の
範
囲
内
」
と
し
、
処
分
自
体
は
違
法
で

は
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
。

今
年
度
の
府
立
学
校
卒
業
式
で
は
、

２‐
校
で
計

２９
人
の
教
職
員
が
君
が
代
斉
唱
で
起
立
せ
ず
、
懲

戒
処
分
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
不
起
立
だ

け
で
な
く
、
あ
る
学
校
で
は
日
元
を
見
て
実
際
に

歌
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
と
の
報
道
も

あ
り
、
最
高
裁
の
判
断
に
従
い
な
が
ら
も
積
極
的

に
違
反
者
を
捜
し
出
す
行
為
が
散
見
さ

れ
始
め
た
と
も
い
え
る
。

教
育
２
条
例
案
か
ら
は
、
不
起
立
を

想
定
し
た

「同

一
の
職
務
命
令
に
３
回

違
反
す
れ
ば
分
限
免
職
」
と
の
条
文
が

削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
橋
下
市
長
は
処

分
者
に
対
し
て

「府
民
の
税
金
で
飯
を

食
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
、
直
ち
に

辞
め
て
も
ら
い
た
い
。
公
務
員
と
い
う

身
分
を
外
し
て
、
自
分
た
ち
の
歴
史
観

で
自
由
に
振
る
舞
っ
た
ら
い
い
」
と
述

べ
る
な
ど
、
処
罰
に
対
す
る
厳
し
い
意

向
をヽ
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

是
非
は
別
に
し
て
、
橋
下
市
長
の
こ

う
し
た
姿
勢
が
教
育
現
場
に
強
い
緊
張

感
を
も
た
ら
す
の
は
間
違
い
な
い
。
ま

た
、
次
期
衆
院
選
に
向
け
た
大
阪
維
新

の
会
の
公
約
集

「船
中
八
策
」
の
骨
格

の
申
で
は
、
大
阪
の
条
例
を
発
展
さ
せ

法
制
化
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
君
が

代
起
立
条
例
や
教
育
２
条
例
の
行
方

は
、
大
阪
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な

い
。次

ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
賛
成
派
、
反
対

派
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
聞
く
。

「橋下教育改革」を、どう考えるか?

【教育2条例案の要旨】

◇教育行政基本条例案◇
(前文)

大阪が大切にしてきた、違いを認め合い、子ども一人ひとりの力を伸ばす教育を更に発展させる
とともに、子どもたちが、育つた地域と大阪に誇りを持ち、力強く生き抜き、次代の社会を担う
自立した大人となつていけるよう、確かな学力や豊かな人間性、健やかな体を育んでいかなけれ
ばならない。

(教育目標)

理雇臓る「

教委と協議して教育振興基本計画の案を作成する。基本計画には目標及び施策の大綱

(教育委員の罷免)

教育委員は目標達成に向けた取り組みについて、自ら点検 。評価しなければならない。知事はそ
の結果に基づき罷免理由に当たるか判断する。
(付則)

12年 4月 1日 から施行。

◇府立学校条例案◇

(統廃合)

為墨薩麗再襲どξξF続
で定員に満たない高校で、改善の見込みがないと認められるものは、再

(学区撤廃)

高校の通学区域は、14年 4月 1日 から府内全域とすることに向けて設定の見直しを行う。
(学校協議会)

曾言曇]』菫ffr言曇
「

li3曇ぎ3313颯 重ig蒙
菖慮窪羹軍曇警窪藝湾茜響音藻曇磐喜

(校長の公募)

鼈層署標用曽乞「

則として公募 (職員からの募集を含む)により行う。職員以外の者は、任期を

(教員の評定)

は 難 螺 調 こよる鰈 珈 硼 まな 帳 硼 耐凛 増 〒飢

校長は保護者の意見の調査審議の結果を踏まえ、指導が不適切な教員に対して指導し、必要に応
じて府教委に必要な措置を講じるよう申し出ることができる。府教委は、改善が不十分と認める
教員に対し、免職その他の必要な措置を厳正に講じなければならない。
(施行期日)

12年 4月 1日施行。ただし校長の公募と教員評価の規定は 13年 4月 1日施行。
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こ
れ
は
学
校
が
学
力
を
つ
け
ら
れ
る

教
育
機
関
と
な
る
た
め
の
改
革
だ

奎

府
教
育
委
員
●
陰

山

英

男

1958年兵庫県生まれ。岡山大学法学部卒。反
復練習で基礎学力の向上を目指す「陰山メソッ
ド」等の多様な実践で脚光を浴びる。現在、
立命館大学教育開発推進機構教授 (立命館小
学校副校長兼任)。 大阪府教育委員。「本当の
学力をつける本J(文藝春秋)「陰山メソッド
徹底反復」シリーズ (′

jヽ学館)等、著書多丸

多
く
の
方
が
誤
解
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
当
初
の
条
例
案
は

「大
阪
維
新
の
会
」
の
法

律
関
係
者
が
条
文
を
つ
く
っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
今
回
、
成
立
し
た
条
例
は
、

教
育
委
員
会
の
事
務
局
が
原
案
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
当
初
、
私
が
反
対
し
た
案
の
よ

う
に
、
上
位
法
令
を
飛
び
越
し
た
違
法
性
の
あ
る

条
例
を
つ
く
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
点
が
、
ま
ず

よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
教
育
振
興
計
画
策
定
の
過
程
で
、
教
育

委
員
と
首
長
の
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
は
、
そ
の

旨
も
併
記
し
た
上
で
、
議
会
に
示
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
透
明
性
も
担
保
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
私
が
問
題
に
し
た
、
管
理
職
の
公
募

に
つ
い
て
も
、
現
場
か
ら
の
昇
進
も
認
め
ら
れ
る

し
、
他
所
か
ら
優
秀
な
人
を
連
れ
て
く
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
よ

り
よ
い
形
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
実
に
合

っ
た
実
践
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

今
回
の
条
例
以
外
の
問
題
で
い
え
ば
、
君
が
代

の
問
題
は
、
不
起
立
の
ほ
う
が
非
合
法
で
す
。
懲

罰
の
程
度
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
不
間
に
付
し
て
い
い
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「政
治
的
な
介
入
が
問
題

だ
」
と
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
問
題
に
す
る
人
が
い
ま

す
が
、
「思
想
信
条
の
自
由
が
あ
る
か
ら
不
起
立

で
い
い
」
と
い
う
の
は
、
法
的
に
間
違
っ
て
い
ま

す
。君

が
代
を
歌
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
、
新
聞
報
道
で
は
、
回
元
を
見
て
ま
わ
っ

て
い
た
か
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
該
校
長
が
、
た
ま
た
ま
見
て
い
た
ら
歌
っ
て
い

決
定
的
に
違
い
ま
す
。

問
題
を
あ
お
り
た
い
新
聞
は
、
「文
章
は
柔
ら

か
い
が
内
容
は
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
論
調
で
書

き
た
て
て
い
ま
す
が
、
き
ち
ん
と
読
む
方
が
読
め

ば
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
条
例
の
原
案
は
、
議
会
提
出
前
に
府
市
統

合
本
部
で
検
討
さ
れ
、
追
加
が
盛
り
込
ま
れ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
で
、
議
論
に
な
っ
た
こ
と
は
２
点

で
す
。

ひ
と
つ
は
、
教
育
委
員
の
罷
免
に
関
す
る
条
文

を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
、　
一
方
的
な
罷
免
で
は
な
く
、
教
育
委

員
が
自
己
評
価
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
知
事
が

考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
し
、
条
文
に
も

「地
方

教
育
行
政
法
の
…
」
と
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、
よ

ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
罷
免
は
起
こ
り
得
な

い
で
し
ょ
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
高
校
の
学
区
の
撤
廃
で
す
。

な
い
人
が
い
た
の
で
、
教
員
を
呼
ん
で
た
ず
ね
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
橋

下
市
長
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
で
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
が
あ
る
方
は
確
認
し
て
み
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

学
力
調
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て
は
、
府
が
ど

う
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
設
置
者

で
あ
る
市
町
村
が
考
え
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
十
分
に
学
力
を
つ
け
る
取
り
組
み
を
し

て
こ
な
か
っ
た
現
場
で
は
、
結
果
の
公
表
は
、
現

段
階
で
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
学
力
調
査
を
長
年
続
け
る
と
、
学
習
そ

の
も
の
が
テ
ス
ト
対
策
化
し
て
い
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
は
、
学
力
調
査
自

体
を
や
め
て
し
ま
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
調

査
が
あ
る
の
が
い
い
、
な
い
の
が
い
い
と
い
う
単

純
な
議
論
で
は
な
く
、
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し

て
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
は
民
意
の
代
表
者

で
あ
る
首
長
と
議
論
を
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
、
現

実
に
合
っ
た
教
育
を
考
え
て
い
く
の
で
す
。

学
校
教
育
が
担
う
べ
き
も
の
は
学
力

最
後
に
、
な
ぜ
こ
う
し
た
条
例
等
の
改
革
が
必

要
か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
、
大
阪
の
現
場
に

こ
れ
に
つ
い
て
は
条
文
に
入
れ
、
最
終
的
に
は
議

会
が
決
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
責
任
を
と
る
の
は
、
そ
れ
を
決
定
し
た
議

会
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
「

当
初
の
条
例
案
か
ら
問
題
に
さ
れ
て
い
た
、
首

長
に
よ
る
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
振
興

計
画
等
を
教
育
委
員
と
首
長
が
議
論
を
し
て
決
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
委
員
会
事

務
局
と
府

・
市
の
担
当
部
局
が
話
を
す
る
わ
け
で

す
し
、
議
論
を
し
て
決
め
た
計
画
や
目
標
に
対
し

て
、
首
長
側
が
責
任
を
持
っ
て
予
算
を
つ
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

「計
画
や
目
標
に
首
長
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
と

政
治
的
な
介
入
を
受
け
る
」
と
い
う
人
が
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
い
え
ば
、
ど
の
自
治
体
で
も
、
予
算

上
の
理
由
か
ら
首
長
の
介
入
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
議
論

を
し
た
上
で
、
予
算
を
確
保
し
て
も
ら
う
ほ
う
が

は
問
題
の
あ
る
教
師
が
い
る
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
優
秀
な
教
師
も
い
ま
す
が
、
本
当
に
指
導
力

の
低
い
教
員
も
い
る
の
で
す
。
加
え
て
、
こ
れ
ま

で
十
分
な
授
業
研
究
が
な
さ
れ
て
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
力
調
査
結
果
が
全
国
最

低
ク
ラ
ス
で
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
結
果
が
出
た

後
も
変
わ
ろ
う
と
し
な
い
教
師
た
ち
が
お
り
、
府

民
か
ら

「改
善
す
る
気
が
な
い
の
か
」
と
思
わ
れ

て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
説
的
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
教

育
委
員
が
大
阪
に
来
て
か
ら
、
学
力
定
着
状
況
は

改
善
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
れ
る
こ
と

を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
え
る
の
で

す
。そ

う
い
う
と
、
「学
力
だ
け
が
教
育
の
課
題
で

は
な
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
育

の
目
標
と
学
校
教
育
の
目
標
を
混
同
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
人
格
の
陶
冶
に
つ
い
て
は
家

庭
教
育
も
社
会
教
育
も
担
う
の
で
す
。
で
は
、
学

校
教
育
が
中
心
的
に
担
う
べ
き
は
何
か
と
い
え

ば
、
学
力
で
す
。
ま
ず
、
学
校
は
学
力
を
十
分
に

つ
け
た
上
で
、
他
の
部
分
も
伸
ば
し
て
い
け
ば
い

い
の
で
す
。

そ
う
い
う
問
題
の
あ
る
現
場
を
変
え
る
た
め
の

改
革
が
、
今
、
大
阪
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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昨
秋
に
出
さ
れ
た
条
例
案
に
比
べ
、
新
た
な
条

例
は
、
表
現
も
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
法

的
な
問
題
は
表
面
的
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

教
育
振
興
計
画
や
日
標
の
設
定
な
ど
で
、
実
質
的

に
政
治
介
入
を
す
る
こ
と
は
実
現
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
大
阪
市
で
学
校
ご
と
に
学
力
調
査
結

果
を
公
表
し
、
学
校
選
択
制
を
導
入
す
る
こ
と
な

ど
を
表
明
し
て
お
り
、
橋
下
氏
は
学
校
同
士
を
競

域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
き
直
そ
う
と
し
て

お
り
、
橋
下
氏
の
や
り
方
は
、
時
代
の
潮
流
に
合

い
ま
せ
ん
。

彼
は

「住
民
参
加
で
、民
意
を
反
映
さ
せ
た
い
」

と
言
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
は
き
れ
い
で
当
然
の
こ

と
の
よ
う
で
す
が
、
実
態
は
何
か
と
い
う
と
、
消

費
者
主
義
で
あ
り
新
自
由
主
義
で
す
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
と
教
員
、
保
護
者
と
教
員
、
地
域
と
教
員
、

あ
る
い
は
教
員
同
士
の
信
頼
を
分
断
す
る
方
向
に

作
用
し
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
が
、
本

当
に
元
気
に
育
っ
て
い
く
に
は
、
ま
さ
に
今
の
日

本
社
会
全
体
が
志
向
し
て
い
る
よ
う
に
、
仲
間
づ

く
り
を
通
し
た
支
え
合
い
の
仕
組
み
が
必
要
な
の

で
す
。
消
費
者
主
義
や
、
個
人
主
義
を
乗
り
越
え

て
、
新
し
い
社
会
、
新
し
い
教
育
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す

学
校
側
か
ら
開
い
て
信
頼
関
係
を
構
築

と
は
い
え
、
大
阪
の
住
民
も
、
難
し
い
社
会
状

況
の
中
で
、
何
か
に
す
が
り
た
い
と
い
う
切
実
な

思
い
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
彼
が
強
く
支
持
を

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

学
校
選
択
制
に
し
て
も
、
都
市
の
中
で
貧
困
問

四   

「橋下教育改革」を、どう考えるか?

1949年、熊本県生まれ。早稲田大学政治経済
学部卒業。1973年、毎日新聞入社、教育問題
にも長く関わり、論説委員を経て、2009年定
年退胤 2007年 2月 ～ 11年 2月 、大阪市教
育委員 (う ち教育委員長2期 2年 )。 現在、追
手門学院大学客員教授等。昨秋の条例案公表
直後に、編著「どうなるノ大阪の教育J(フ ォー
ラム OA)を 出版。

つ
な
が
り
を
分
断
す
る
新
自
由
主
義
的
手
法
で
は

教
育
は
よ
く
な
ら
な
い

柔

阪
市
教
育
委
員
長

尋

日
新
聞
塾調
説
委
員
●
池

田

知

隆

わ
せ
る
、
極
め
て
新
自
由
主
義
的
な
手
法
を
と
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
同
様
の
手
法
は
、
ア
メ
リ
カ

で
も
イ
ギ
リ
ス
で
も
失
敗
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

そ
れ
を
２
周
遅
れ
く
ら
い
で
後
追
い
を
す
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
、
大
阪
府
の
学
力
調
査
結
果
は
、
昭
和

の
１
桁
台
か
ら
、
最
下
位
ク
ラ
ス
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
お
り
、
東
京
や
京
都
等
の
大
都
市
に
は
同
様

の
傾
向
が
な
い
こ
と
を
見
る
と
問
題
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
結
果
に
な
る
に
は
、
大
阪

が
抱
え
る
独
特
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
の
で

す
。
例
え
ば
、
生
活
保
護
受
給
率
は
、
５
・
６３
％

（２
０
１
１
年
）
と
、全
国
平
均
の
３
・５
倍
。
就
学

援
助
率
は
３
人
に
１
人
の
割
合
で
す
。
ま
た
、
外

国
人
に
寛
容
な
社
会
で
あ
り
、
大
阪
市
で
は
外
国

籍
の
子
ど
も
が
１
校
平
均
で
１０
人
程
度
。学
習
上
、

日
本
語
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
が
小
中
学
校
で
約

題
の
あ
る
地
域
は
、
そ
の
手
法
に
頼
る
傾
向
が
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
安
全
や

防
災
を
考
え
る
と
、
公
教
育
の
段
階
で
地
縁
を
切

る
選
択
制
を
実
施
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
選
択
制
を
実
施
し
た
と
し
て
も
、
現
実

的
に
は
す
べ
て
の
子
ど
も
が
希
望
の
学
校
に
行
け

る
わ
け
で
は
な
く
、
選
択
し
な
か
っ
た
学
校
に

嫌
々
行
く
子
ど
も
も
出
て
き
ま
す
。
入
学
当
初
か

ら
敗
北
感
を
持
っ
て
学
校
に
行
く
子
ど
も
が
出
て

く
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
、
十
分
に
検
討

し
た
上
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
は
ず
な
の
に
、強
い
百
葉
で
煽
っ
て
、市
民
に
夢

を
描
か
せ
る
。期
待
感
を
煽
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

小
中
学
生
の
留
年
問
題
に
し
て
も
、
彼
は
教
育

評
論
家
の
尾
木
直
樹
さ
ん
の
話
を
受
け
て
、
思
い

つ
き
で
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
レ
ポ
ー
ト
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
子
ど
も
が

自
分
の
学
年
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
敗
北

感
が
想
像
で
き
な
い
、
彼
の
感
覚
自
体
が
問
題
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

橋
下
氏
は
、
教
育
基
本
条
例

（を
中
心
と
す
る

教
育
改
革
）
の
ね
ら
い
は
住
民
主
体
の
学
校
づ
く

り
だ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
定
の
社
会
の
つ
な
が
り
が
な
い
ま
ま
で
民
意
主

導
と
い
う
と
、
民
意
は
た
だ
の
圧
力
、
単
な
る
攻

撃
に
変
わ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

一則
毅
と
な
る
つ
な
が
り
の
構
築
に
時
間
を
割
か

ず
、
学
校
協
議
会
に
よ
っ
て
多
様
な
こ
と
を
決
め

る
と
な
る
と
、
そ
の
運
営
は
難
し
い
問
題
に
な
る

で
し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
個
人
的
な
要
求

を
通
し
、
教
師
を
排
除
す
る
た
め
の
場
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

彼
は
、
法
律
家
と
し
て
、
合
理
的
で
、
整
理
さ

れ
た
方
法
で
や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
現
実

に
は
そ
う
は
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
育

は
、
経
済
や
法
律
の
視
点
だ
け
で
や
ろ
う
と
す
る

と
、
や
せ
細
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
割
り

切
れ
な
い
因
子
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。
教
育

の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
見
直
し
、
学
校
で
伸
び
や

か
な
雰
囲
気
を
育
て
て
ほ
し
い
。

現
在
、
大
阪
で
進
め
ら
れ
て
い
る
改
革
に
は
、

そ
う
し
た
問
題
が
あ
る
に
せ
よ
、
府
民
の
意
識
を

考
え
る
と
、
各
学
校
は
橋
下
反
対
ば
か
り
を
言
っ

て
い
た
の
で
は
自
分
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
学
校
を
橋
下
氏
に
よ
っ
て
開
か

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
開
い
て
保
護
者
や
府

民
と
信
頼
関
係
を
築
く
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
今
後
も
ズ
ル
ズ
ル
と
責
め
ら
れ
続

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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教
育
現
場
に
本
当
の
政
治
的
中
立
性
を

取
り
戻
す
た
め
の
一
段
階

「教
育
が
政
治
的
に
中
立
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
の
は
、
教
育
の
本
質
か
ら
も
、
教
育

基
本
法
か
ら
も
、
さ
ら
に
憲
法
に
明
示
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
教
育
の
本
質
が
そ
う
あ
る
以
上
、

憲
法
的
に
も
そ
う
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
教
育
は
次
の
時
代
の
主
権
者
を
育
て
る
作
業

で
あ
り
、
主
権
者
は
心
が
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
制
度

が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
も
、
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
教
育
委
員
会
は
政
治
的

に
公
正
中
立
な
機
関
に
は
な
り
得
て
い
ま
せ
ん
。

政
治
的
な
中
立
を
保
つ
た
め
に
は
、
す
べ
て
を
公

平
に
反
映
す
る
か
、
す
べ
て
か
ら
遠
ざ
か
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
日
本
の
教
育
委
員
会

は
、
後
者
を
選
択
し
、
無
色
透
明
で
あ
ろ
う
と
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
校
現
場
を
野
放
し
状
態
に
し
、

（現
状
は
自
治
体
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
も
の
の
）

り
、
右
で
あ
ろ
う
と
、
左
で
あ
ろ
う
と
、
議
論
を

拒
む
全
体
主
義
者
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

学
力
調
査
結
果
の
学
校
ご
と
の
公
表
に
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
、
過
剰
な
自
由
と
平
等
に
よ
っ
て
、

緩
ん
で
い
た
学
校
に
競
争
原
理
を
持
ち
込
む
と
い

う
の
は
、
現
状
で
は
よ
い
で
し
ょ
う
。

教
師
は
子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
た
め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
学
ぶ
側
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

勉
強
と
い
う
の
は
楽
し
い
だ
け
で
な
く
、
苦
し
い

面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
時
に
デ
ー
タ
を

指
標
と
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
な
が
ら
が

ん
ば
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
い
ず
れ
、
社
会
に
出

れ
ば
同
様
に
成
果
を
示
さ
れ
、
分
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
訓
練
期
間
中
で
あ
る
学
生
の

時
期
に
苦
し
さ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
必
要

で
す
′。

人
生
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の
相
場
を
見
な
が

ら
、
自
分
の
位
置
を
確
認
し
た
り
、
自
分
の
価
値

を
高
め
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
の
連
続
で
す
。
そ

の
た
め
の
、
過
程
と
し
て
学
力
調
査
の
結
果
を
比

較
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
位
置
を
確
認
し
、
高

め
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
で
す
。

小
中
学
生
の
留
年
に
つ
い
て
は
、
形
式
上
の
レ

ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
る
か
ら
や
め
た
ほ
う
が
い
い
と

日
教
組
と
い
う
強
い
思
想
性
を
持
っ
た
団
体
の
自

由
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
日
教
組
の
党
派
性
に
正
当
性
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
一
方
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
橋
下
氏
の
党

派
性
に
は
、
教
育
を

一
旦
あ
ず
か
る
資
格
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
阪
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
教
育
現
場
に
、
政
治
的
中
立
を
取
り
戻

す
過
程
の
一
段
階
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
返
し
ま
す
が
本
当
の
中
立
性
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
も
し
橋
下
氏
や
そ
の

他
の
首
長
が
、教
育
内
容
に
ま
で
深
く
踏
み
込
み
、

自
身
の
党
派
性
を
し
み
込
ま
せ
る
よ
う
な
動
き
を

見
せ
れ
ば
、
私
は
即
座
に
反
対
を
し
ま
す
。

反
対
者
は
誠
実
に
向
き
合

っ
て
議
論
せ
よ

問
題
の
あ
る
教
師
に
対
す
る
分
限
免
職
も
、
現

在
の
制
度
は
、
あ
っ
て
も
有
効
に
使
わ
れ
な
い
し

死
に
法
に
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
現
行

思
い
ま
す
が
、　
一
律
護
送
船
団
方
式
で
は
な
く
、

到
達
点
に
一
定
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と

い
う
も
の
な
ら
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

習
熟
度
に
応
じ
た
個
別
指
導
的
な
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。

理
論
倒
れ
し
な
い
実
務
家
橋
下
に
期
待

大
阪
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
初
等
中

等
教
育
は
緩
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
し
、
歪
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、　
一
面
で
は

将
来
の
主
権
者
で
あ
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
問

題
だ
し
、
納
税
者
が
払
っ
た
税
金
の
無
駄
遣
い
の

問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
知
事
、

市
長
と
し
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
橋
下
氏
の

方
向
性
は
正
し
い
し
、
政
治
家
と
し
て
極
め
て
誠

実
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
彼
は
過
激
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
あ
げ

て
、
議
論
を
招
き
、
結
果
的
に
穏
当
な
と
こ
ろ
に

落
と
す
手
法
を
使
う
こ
と
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
関
係
者
は
お
お
い
に
議
論
を
し

て
、
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
落
と
し
、
大
阪
に
象

徴
さ
れ
る
教
育
の
現
場
が
、
健
全
化
、
活
性
化
す

る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

彼
は
理
論
倒
れ
し
な
い
現
実
的
な
実
務
家
で
す

し
、
彼
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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学者、法学博士、特認弁護士。
慶応義塾大学法学部博士課程
単位取得後、ハーバード・ロー・

スクール客員研究員等を経て、
1989年 より慶応義塾大学教
授。改憲論者とされるが、 リ
ベラリス トを自任 し、何より
も広 く自由に議論をする必要
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法、危篤J(平沢勝栄共著、ベ

ス トセラーズ)等、著書多拠

の
教
育
委
員
会
制
度
自
体
も
、
分
限
制
度
を
生
か

す
こ
と
に
馴
染
ま
ず
、
あ
ま
り
機
能
し
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
条
例
で
示
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
当
初
の
条
例
案
は
過
激
で
し
た
。

教
職
員
評
価
の
よ
う
に
客
観
性
の
担
保
が
難
し
い

も
の
を
機
械
的
に
分
け
、
下
か
ら
５
％
に
あ
た
る

最
低
評
価
を
３
回
続
け
た
ら
、
分
限
免
職
と
い
う

の
は
制
度
と
し
て
荒
す
ぎ
る
し
、
人
権
問
題
に
な

る
可
能
性
が
高
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

た
だ
、
こ
れ
も
橋
下
流
で
、
こ
こ
か
ら
議
論
を

始
め
て

「保
護
者
等
の
訴
え
を
受
け
て
」
と
い
う

し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
手
続
き
も
慎
重
に
な
っ
て
お
り
、
実
質
的

に
も
説
得
力
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、橋
下
氏
は
、

論
争
で
変
わ
り
得
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。
当
初
、

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
あ
げ
て
お
い

て
、
そ
こ
か
ら
議
論
す
る
人
な
の
で
す
か
ら
、
反

対
意
見
を
持
つ
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
誠
実
に
向
き

合
い
、
議
論
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

そ
の
議
論
を
封
殺
し
て
現
状
維
持
し
よ
う
と
い

う
の
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
リ
ベ
ラ
リ
ス

ト
で
あ
り
、
何
に
つ
い
て
も
公
平
、
公
正
な
場
で

議
論
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
常
々
説
い
て
お
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昨
秋
出
さ
れ
た
条
例
案
は
、
法
的
に
問
題
だ
ら

け
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
、
行
政
の
力
を
借
り

る
こ
と
に
よ
り
、
法
的
な
不
都
合
さ
は
、　
一
見
解

消
し
た
よ
う
に
見
せ
て
は
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
終
的
に
首
長
は
教
育
振
興
計
画
や

目
標
の
設
定
を
、
教
育
委
員
会
と
議
論
し
て
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
フ」
の
条
例
を
通
し
て
、

橋
下
氏
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
単
に
教
育
に
関
わ

制
度
の
問
題
と
運
用
の
問
題
を
混
同
し
て

危
険
な
制
度
改
正
を
進
め
る
な

益

大
学
大
学
院
教
授
●
小

野

田

正

利

る
権
力
を
手
に
入
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
日
、
地
元
テ
レ
ビ
放
送
で
、
選
挙
で
選
ば
れ

た
者
が
民
意
だ
と
強
調
す
る
橋
下
氏
が

「定
め
た

い
教
育
目
標
は
何
か
」
と
質
問
を
受
け
た
と
き
、

彼
は
こ
う
答
え
て
い
ま
す
。
「生
き
る
力
、
生
き

抜
く
力
で
す
よ
」
と
。

１６
年
前
か
ら
言
い
古
さ
れ

て
き
た
、
こ
の
言
葉
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
学
習
指
導
要
領
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の

を
、
わ
ぎ
わ
ざ
目
標
に
設
定
す
る
こ
と
自
体
、
意

味
が
な
い
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
明
確
な
教
育
理
念
や
目
標
は
持
っ
て

い
な
い
が
、
そ
れ
を
設
定
す
る
権
利
を
手
に
入
れ

た
い
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

人
員
整
理
の
道
具
に
も
な
り
得
る
危
険
性

ま
た
、
制
度
の
問
題
と
運
用
の
問
題
を
混
同
じ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
す
。

例
え
ば
、
保
護
者
が
学
校
に
対
し
て
意
見
を
言

え
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
授
業
を

改
善
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
制
度
内

で
も
言
え
る
こ
と
で
す
し
、
む
し
ろ
、
現
在
の
ほ

う
が
、
よ
り
風
通
し
の
い
い
形
で
存
在
し
て
い
た

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
が
、
教
職
員
の
分
限
免
職
等

と

一
緒
に
な
っ
て
条
例
で
定
め
ら
れ
る
と
、
保
護

者
が
ボ
ソ
ッ
と
呟
い
た
担
任
へ
の
不
満
に
対
し
、

管
理
職
が

「お
母
さ
ん
、
そ
れ
は
ル
ー
ト
に
乗
せ

ま
し
ょ
う
か
？
」
と
聞
く
こ
と
に
な
り
得
ま
す
。

こ
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
非
常
に
現
場
が
窮

屈
な
も
の
に
な
る
の
で
す
。

小
中
学
生
の
留
年
問
題
も
、
本
人
が
外
向
け
に

話
し
た
こ
と
と
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
の
指
示

は
違
っ
た
よ
う
で
す
が
、
実
質
が
習
熟
度
別
指
導

の
よ
り
弾
力
的
な
運
用
な
ら
ば
、
現
行
制
度
の
中

で
も
各
校
が
個
別
指
導
等
と
も
併
せ
、
工
夫
し
な

が
ら
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
学
籍
が
留
ま
る
留

年
で
は
な
い
よ
う
で
す
し
、
そ
れ
な
ら
珍
し
い
こ
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と
で
も
何
で
も
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
制
度
の
問
題
と
運
用
の
問
題
が
混
同
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
、制
度
と
運
用
を
混
同
じ
な
が
ら
、

た
だ
既
存
の
制
度
を
壊
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、

先
に
手
に
入
れ
た
、
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
の
権
利
に
よ

っ
て
、
府
民
の
反
応
を
見
つ
つ
何
で
も
思
い
つ
き

で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

そ
し
て
、
今
後
、
も
し
何
か
問
題
が
出
て
き
た

ら
、
こ
う
言
い
始
め
る
の
で
し
ょ
う
。
「制
度
は
い

い
の
だ
が
、運
用
が
問
題
だ
」
と
。
例
え
ば
、
教
職

員
の
分
限
免
職
で
訴
訟
が
起
き
た
ら
、
「学
校
協

議
会
の
や
り
方
が
悪
い
」
と
言
う
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
本
来
、
彼
ら
が
つ
く
り
か
え
た
制
度
自
体

が
そ
う
い
う
危
う
さ
を
持
っ
た
も
の
な
の
に
、
間

題
が
そ
こ
に
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
学
校
選
択
制
等
の
導
入
に
よ
っ
て
、
現

場
を
競
わ
せ
る
制
度
の
問
題
も
明
確
で
す
。
ア
メ

リ
カ
の
落
ち
こ
ぼ
れ
ゼ
ロ
法

（Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｂ
法
、

２
０
０
２
年
成
立
）
で
は
、
学
校
や
教
師
は
競
争

的
な
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と
で
疲
弊
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
学

校
は
廃
校
に
さ
れ
た
の
で
す
が
、
数
年
後
に
結
果

を
精
査
し
て
み
る
と
、
財
政
的
な
理
由
で
現
場
の

教
員
が
解
雇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
目
的
と
結
果
が
違
っ
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
大
阪
で
も
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
い
く
ら
で

ヽ
起
き
得
る
の
で
す
。
当
初
は

「生
徒

・
保
護
者

に
選
ば
れ
る
努
力
を
し
な
か
っ
た
の
が
悪
い
」
と

言
っ
て
い
て
も
、
後
か
ら
人
員
整
理
を
す
る
た
め

の
取
っ
て
付
け
た
理
由
に
変
わ
り
得
る
の
で
す
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
ひ
と
つ
の
決
ま
っ
た
ス

ケ
ー
ル
に
合
わ
な
い
子
ど
も
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
、
日
本
の
学
校
教
育
に
は
、
教
科
学
習

だ
け
で
な
く
、
運
動
会

・
体
育
祭
、
文
化
祭
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
々
が
あ
り
、
そ
の
多
様
な
場
で

関
わ
り
合
い
、
認
め
合
え
る
多
様
性
と
寛
容
性
が

あ
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
学
校

の
物
差
し
が
狭
義
の
学
力
だ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ

に
、
他
国
の
公
立
学
校
と
違
う
大
き
な
意
味
が
あ

り
、
こ
れ
は
、
犯
罪
発
生
率
が
低
い
こ
と
と
も
大

き
な
相
関
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
力
調
査
結
果
の
公
表
や
学
校
選
択

等
に
よ
っ
て
、
ひ
と
つ
の
物
差
し
し
か
な
く
な
る

と
、
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
も
学
校
に
つ
な
ぎ
と

め
、
支
え
て
い
た
、
多
様
性
や
寛
容
性
の
糊
し
ろ

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

教
育
問
題
の
特
効
薬
は
な
い

教
育
問
題
の
特
効
薬
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

（多
様
な
教
育
改
革
の

失
敗
に
よ
っ
て
）
証
明
済
み
で
す
。

で
す
か
ら
、
も
し
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場
に

問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
が
悪
い
の
か
制
度
の

運
用
を
考
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
教
育

委
員
会
制
度
に
し
て
も
、
名
誉
職
的
に
会
議
に
出

る
だ
け
で
現
場
を
知
ら
な
い
人
が
教
育
委
員
に
い

る
な
ら
、
そ
う
い
う
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
い
。

あ
る
い
は
し
っ
か
り
研
修
で
き
る
よ
う
な
常
勤
の

制
度
に
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。

学
校
と
保
護
者
や
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
足
り

な
い
な
ら
、
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
教
科
指
導
、
生
徒
指

導
と
い
っ
た
専
門
用
語
を
、
保
護
者
た
ち
に
も
わ

か
る
言
葉
に
言
い
換
え
て
、
説
明
す
る
取
り
組
み

は
、
私
も
現
場
で
進
め
て
き
て
お
り
、
そ
う
い
う

取
り
組
み
を
通
し
て
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
運
用
で
改
善
可
能
な
問
題
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
も
教
師
も
保
護
者

も
地
域
住
民
も
分
断
し
、
疲
弊
さ
せ
る
よ
う
な
制

度
改
正
は
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。


